
2020年度前期授業評価（リハビリテーション学部） 

 

2020年度前期は緊急事態宣言下での講義がおよそ 2か月余り続き、他の年度とは大き

く異なる対応を迫られたため、リハビリテーション学部においては 2020 年度前期に限

り、科目ごとの授業評価は実施せず「遠隔講義に関するアンケート」のみ実施した。 

その理由の詳細は以下のとおりである。1）緊急事態宣言下での講義がおよそ 2か月余

り続く中で、「課題授業」、「遠隔授業」、授業回数と時期（前半の 8回 or後半の 8回 or15

回）の組み合わせを鑑みると、授業実施の方法が講師間で大きく異なっている。2）この

ような状況下で、従来どおりの「授業評価アンケート」を用いて授業評価を行っても、

データの整合性・妥当性が得られにくいことに加え、得られたデータの「活用」に繋が

らない恐れがある。3）緊急事態宣言下で実施された「講師間で著しく形式の異なる授業」

に対して授業評価アンケートを行っても、FD本来の目的を達成することはできず、形式

的になることは否めない。 

 したがって、全学部生に対して同一の質問票（google form）を用いて実施した「遠隔

講義に関するアンケート」の結果を示し、後期授業以降の FD活動に資することとした。 

 

結果（概要） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 
 

 
 

  



 

 

 

 


